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中学部　理科　（聴覚障害特別支援学校）
東書 大日本 学図 教出 啓林館

17箇所 15箇所 12箇所 13箇所 18箇所

①３年「仕事と力学的エネル
ギー」では、球を転がして木片に
当て、木片が動いた距離により
仕事の大きさを調べる工夫を示
している。（Ｐ171）

①２年「回路の電流」では、直列
回路と並列回路に流れる電流の
大きさを、つないだ豆電球の光
の明るさにより確認する工夫を
示している。（P168-171）

①１年「気体の性質」では、試験
管の中の気体を、中に入れた線
香の燃え方の観察を通して調べ
る工夫を示している。（Ｐ78）

①１年「光の反射」では、様々な
角度から鏡に光を当て、入射角
と反射角との関係を調べる工夫
を示している。（Ｐ209）

①２年「物質どうしが結びつく変
化」では、鉄と硫黄の混合物に磁
石を近付け、化学変化による物
質の性質の変化を観察する工夫
を示している。（Ｐ174-175）

５箇所 ６箇所 ４箇所 ７箇所 ４箇所

①１年「音の大きさや高さ」では、
救急車が通り過ぎるときのサイレ
ンの音の大きさや高さの違いに
触れており、取り扱う際に配慮が
必要である。（Ｐ165）

①１年「音の大きさや高さ」では、
手作りの楽器の音階を調整した
上で、曲を演奏する活動があり、
取り扱う際に配慮が必要である。
（Ｐ170）

①１年「音の大きさ・高さ」では、
弦楽器から出る音の大きさや高
さと弦の振動との関係を調べる
活動があり、取り扱う際に配慮が
必要である。（Ｐ125）

①１年「音の伝わり方」では、入
れる水の量を変えたビーカーを
たたき、音の違いを確認する活
動があり、取り扱う際に配慮が必
要である。（Ｐ59）

①１年「音の大小と高低」では、
オシロスコープを用いて音の大
きさや高さと振動との関係を調べ
る活動があり、取り扱う際に配慮
が必要である。（Ｐ226）

構
成
上
の
工
夫

障害の状態に応じた事項、
その他
①聴覚の障害を補えるように、
概要や手順を写真、図表等で
視覚的に説明しているもの。

②聴覚の障害による読解への
配慮として、学習のポイント等
が大きな文字や枠囲み等で簡
潔に記されたもの。

①１年「物質の状態変化と体積・
質量の変化」では、温度変化に
よる粒子の結び付きや運動の状
態の変化を、教室内外での生徒
の動きに例えて示している。（Ｐ
122）

②単元ごとに、観察・実験などを
通して解決する課題を、色付き
の背景と白抜き文字で示してい
る。（１年Ｐ16など）

①３年「生物の成長と細胞」で
は、植物と動物の体細胞分裂に
よる染色体の複製の流れを、イ
ラストと染色体の写真で示してい
る。（Ｐ93）

②随所に、これから学んでいく学
習の課題を、色付きの枠囲みと
太字で示している。
（１年Ｐ11など）

①３年「イオンの化学式」では、
原子が電子を放出したり受け
取ったりして陽イオンや陰イオン
になる様子をイラストで示してい
る。（Ｐ126）

②随所に、学習の導入で生じた
疑問を解消するための課題を、
太字に黄色のマーカーを引いて
示している。（１年Ｐ23など）

①１年「動物の分類」では、脊椎
動物と無脊椎動物について、そ
れぞれの動物の特徴を手掛かり
に、図と写真を用いて分類して示
している。（Ｐ62）

②随所に、これから学んでいく学
習の課題を、色付きの背景と枠
囲みに太字で示している。（１年
Ｐ108など）

①２年「空気中にふくまれる水蒸
気の量」では、温度と水蒸気量
の関係で飽和水蒸気量が変化
することをイラストで示している。
（Ｐ90）

②随所に、これから学んでいく学
習の課題を、色付きの背景と太
字で示している。
（１年Ｐ５など）

防災や自然災害の扱い あり あり あり あり あり

一次エネルギーや再生可能エ
ネルギーの扱い

あり あり あり あり あり

持続可能な社会づくりの扱い あり あり あり あり あり

オリンピック・パラリンピックの
扱い

あり あり なし あり あり

参
考

聴覚障害への配慮を要する内
容等について
①言葉や音を聞き取る活動が
あり、観察や実験等の学習活
動に困難が想定されるもの。

発行者

聴覚障害のある生徒が興味・
関心をもって取り組むことがで
きる単元等について
①視覚的な方法等を活用して、
観察や実験等の学習活動が工
夫できるもの。

内
容
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中学部　理科　（肢体不自由・病弱特別支援学校）
東書 大日本 学図 教出 啓林館

29箇所 33箇所 21箇所 28箇所 31箇所

①２年「気象の観測」では、温度
計や風向計などを使って気象を
調べる活動で、自動記録計やコ
ンピュータを使って確認する工夫
を示している。(Ｐ181)

②２年「天気の変化の予測」で
は、過去の天気図をもとに天気
の変化を調べ、翌日の気圧配置
や天気を予想する活動がある。
（Ｐ215）

①１年「校庭や学校周辺の生物」
では、校庭周辺の生物を観察す
る活動で、観察できそうな生物を
図鑑やインターネットで調べる工
夫を示している。（Ｐ21）

②３年「遺伝子を扱う技術につい
て考えよう」では、遺伝子組換え
食品について、利点や問題点な
ど多面的に考える活動がある。
(Ｐ129)

①２年「電子と電流」では、スト
ローをこすって静電気を発生させ
る活動で、取り扱いやすいいろい
ろな物質を使って試す工夫を示
している。（Ｐ182）

②２年「化学変化と熱」では、カイ
ロや加熱できる弁当を例に、物
質の化学変化による発熱反応に
ついて考える活動がある。(Ｐ61)

①３年「金属のイオンへのなりや
すさ」では、顕微鏡で観察する活
動に代えて、硫酸銅水溶液の中
に銅を入れて観察する工夫を示
している。（Ｐ46）

②１年「光の屈折」では、水の
入ったカップの中にある物体を見
て、屈折による物の見え方の変
化を確認する活動がある。(Ｐ
217）

①２年「原子が結びついてできる
粒子」では、画用紙等により分子
モデルを工作する活動で、パソコ
ン上で分子モデルを作る工夫を
示している。（Ｐ156）

②３年「酸性・アルカリ性の強さ」
では、ミカンの缶詰を作る過程
で、酸やアルカリの水溶液が果
たしている役割を考える活動が
ある。(Ｐ151）

25箇所 21箇所 18箇所 23箇所 18箇所

①３年「生物の成長と細胞の変
化」では、顕微鏡で観察するため
に、ピンセットや爪楊枝を使って
プレパラートを作る活動があり、
取り扱う際に配慮が必要である。
(Ｐ79)

②２年「ホットケーキの秘密」で
は、材料に卵を含むホットケーキ
を焼き、膨らむ理由を考える活動
があり、アレルギー疾患への配
慮が必要である。（Ｐ16）

①２年「生物の体をつくっている
もの」では、タマネギにカッターナ
イフで切れ目を入れ、表皮をは
がす活動があり、取り扱う際に配
慮が必要である。(Ｐ85)

②１年「火山の活動」では、原材
料に小麦粉を含むホットケーキ
ミックスを使ってマグマの粘り気
を調べる活動があり、アレルギー
疾患への配慮が必要である。（Ｐ
205）

①１年「力のつり合い」では、２本
のばねばかりを同時に引いた
り、押し棒を同時に押したりする
活動があり、取り扱う際に配慮が
必要である。（Ｐ140）

②該当なし

①２年「電流がつくる磁界」では、
エナメル線を10回巻き、その上
からセロハンテープを巻き付けて
固定する活動があり、取り扱う際
に配慮が必要である。（Ｐ253）

②１年「マグマの性質と火山」で
は、小麦粉を使ってマグマの粘り
気と火山の形を調べる活動があ
り、アレルギー疾患への配慮が
必要である。（Ｐ164）

①１年「花のつくり」では、花の部
位をピンセットやカッターナイフで
分解したり、切り分けたりする活
動があり、取り扱う際に配慮が必
要である。（Ｐ21）

②２年「物質を加熱したときの変
化」では、小麦粉、卵を含むどら
焼きの生地を焼いて膨らみを調
べる活動があり、アレルギー疾
患への配慮が必要である。（Ｐ
141）

構
成
上
の
工
夫

障害の状態に応じた事項、
その他
①学習のポイント等が大きな文
字や枠囲み等で簡潔に記され
ていたり、各単元等のまとまり
が記されていたりするもの。

②体験の不足を補えるように、
写真、図表等で視覚的に説明
されているもの。

①単元の最後に、単元で扱った
事項の要点を、説明と図により
見開きで示している。(１年Ｐ64-
65など)

②３年「身のまわりの電池」で
は、身の回りで使われている電
池の特徴を説明するとともに、外
見を写真で示している。(Ｐ61)

①単元の最後に見開き１ページ
で、学習のキーワードとポイント
を簡潔にまとめて示している。(２
年Ｐ74-75など)

②１年「地層のでき方」では、土
砂が上流から下流に運搬、堆積
して扇状地に変化する様子を写
真と図で示している。（Ｐ236-
237）

①単元の最後に、学習のまとめ
として用語を覚えるページと基本
問題に慣れるページに整理して
示している。(１年Ｐ43-44など)

②２年「前線にともなう雲の分
類」では、雲の形や高さ、暖気と
寒気の空気の流れを写真とイラ
ストで示している。(Ｐ264-265)

①単元の最後に、単元で扱った
事項の要点と重要用語を見開き
でまとめて示している。(３年Ｐ
60-61など)

②３年「調べてみよう身近な自然
災害」では、地震災害や火山災
害の様子をイラストで示してい
る。（Ｐ276-277）

①単元の最後に、章ごとの重要
語句と語句の解説を見開きでま
とめて示している。（２年Ｐ60-61
など）

②１年「大地の恵みと災害」で
は、日本各地の大地の恵みと災
害の様子を写真で示している。
（Ｐ114-115）

防災や自然災害の扱い あり あり あり あり あり

一次エネルギーや再生可能エ
ネルギーの扱い

あり あり あり あり あり

持続可能な社会づくりの扱い あり あり あり あり あり

オリンピック・パラリンピックの
扱い

あり あり なし あり あり

内
容

肢体不自由・病弱の生徒が興
味・関心をもって取り組むことが
できる単元等について
①上肢の操作を伴うものであっ
ても、観察や実験等の学習活
動が工夫できるもの。

②生活に結び付き、生活経験
を広げる学習活動が示されて
いるもの。

参
考

発行者

肢体不自由・病弱への配慮を
要する内容等について
①上肢の操作を伴うため、観察
や実験等の学習活動に困難が
想定されるもの。

②アレルギー疾患等に関わる
配慮が必要なもの。
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